
基準日:2012年4月27日

運用実績の推移

ポートフォリオ構成

基準価額・純資産総額 ポートフォリオ構成

※比率は純資産総額に対する割合です。

騰落率（税引前分配金再投資）

※1 当ファンド騰落率は、税引前の分配金を再投資したものとして算出しておりますので、実際の投資家利回りとは異なります。
※2 上記は過去の実績であり、将来の運用成果等をお約束するものではありません。

分配金実績（税引前） ※直近3年分

※1 分配金は1口当たり

※ 当資料は3枚ものです。
※ P.3の「当資料のお取り扱いについてのご注意」をご確認ください。

※3 分配金額は、分配方針に基づいて委託会社が決定します。あらかじめ一定の額の分配をお約束す
るものではありません。分配金が支払われない場合もあります。

※2 上記の分配金は過去の実績であり、将来の分配金の支払いおよびその金額について保証するもの
ではありません。

受益者用資料

ＤＩＡＭジャパングリーンファンド　愛称：新三種の神器
単位型投信／国内／株式

月次運用レポート (2012年5月)

基準価額（円）
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純資産総額

基準価額[分配金再投資]

○基準価額[分配金再投資]は税引前の分配金を再投資したものとして計算していますので、実際の基準価額とは異なります。
基準価額[分配金再投資]＝前日基準価額[分配金再投資]×（当日基準価額÷前日基準価額）　（※決算日の当日基準価額は税引前分配金込み）
○基準価額は、信託報酬控除後です。信託報酬率は、純資産総額に対し年率1.68％（税抜1.6％）です。
○設定日　2009年9月30日
○上記は過去の実績であり、将来の運用成果等をお約束するものではありません。

基 準 価 額 8,522 円

解 約 価 額 8,496 円

純 資 産 総 額 590 百万円

設 定 日 2009年9月30日

決 算 日 原則 10月14日

信 託 期 間 2014年9月30日まで

株式 85.63%

株式先物等 0.00%

株式実質組入 85.63%

現金等 14.37%

組入銘柄数 44

設定・運用は

1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 2年 設定来

(2012/03/30) (2012/01/31) (2011/10/31) (2011/04/28) (2010/04/30) (2009/09/30)

当ファンド -6.07% 7.25% 2.37% -10.26% -17.25% -14.78%

第1期 (2010.10.14) 分配金 0 円
第2期 (2011.10.14) 分配金 0 円

累計分配金 0 円
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基準日:2012年4月27日

組入上位10銘柄 （単位：％）

※1 組入比率は純資産総額に対する割合です。

投資テーマ別組入比率 投資テーマ
<新三種の神器> <主な関連ビジネス>

①エコカー関連 ・ハイブリッドカー
・電気自動車
・自動車部品
・電力会社　等

②太陽光発電関連 ・太陽光発電
・風力発電
・バイオマス発電
・原子力発電　等

③省エネ家電関連 ・省エネ発電
・エコ住宅
・家電量販店
・設置業者　等

※1 比率は組入有価証券評価額に対する割合です。

※ 当資料は3枚ものです。
※ P.3の「当資料のお取り扱いについてのご注意」をご確認ください。

太陽光発電に代表される再生可能エネル
ギー等を作るための技術･製品。また、それ
をとりまくサービス。

エネルギー効率の高い機器・設備。また、そ
れを製造するための技術やサービス。

※2 二つ以上のテーマに属する銘柄については、主とな
るテーマに分類して表記しています。

ＤＩＡＭジャパングリーンファンド　愛称：新三種の神器
単位型投信／国内／株式

月次運用レポート (2012年5月)

ハイブリッドカーや電気自動車に代表される
環境対応車を作るための技術・製品。また、
それをとりまくサービス。

※2 二つ以上のテーマに属する銘柄については、主となるテーマに分類して表記しています。（投資テーマについては下記参照）

①エコ
カー関
連

25.0%

③省エ
ネ家電
関連
46.6%

②太陽
光発電
関連
28.4%

No 銘柄 投資テーマ 組入比率

1 Ｔ Ｄ Ｋ ③ 7.01

2 日本電産 ① 5.50

3 昭和電工 ③ 4.71

4 サイバーエージェント ③ 4.21

5 アンリツ ② 4.10

6 トヨタ自動車 ① 3.42

7 三井不動産 ② 3.01

8 日本セラミック ① 2.90

9 いすゞ自動車 ① 2.80

10 ユニプレス ① 2.78

設定・運用は
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基準日:2012年4月27日
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単位型投信／国内／株式

月次運用レポート (2012年5月)

当ファンドの特色

○

○

○

○

○

投資信託ご購入の注意

　投資信託は、
①

② 購入金額については元本保証および利回り保証のいずれもありません。
③
　

○

○

○

○

○ 当資料における内容は作成時点（2012年5月11日）のものであり、今後予告なく変更される場合があります。

※ 当資料は3枚ものです。

○ 当資料に記載されている運用実績は税引前分配金を再投資したものとする基準価額の変化を示したものであり、税金およ
び手数料は計算に含まれておりません。

当資料はＤＩＡＭアセットマネジメント株式会社が信頼できると判断したデータにより作成しておりますが、その内容の完全
性、正確性について、同社が保証するものではありません。また、掲載データは過去の実績であり、将来の運用成果を保証
するものではありません。

本資料のお取扱いについてのご注意

当資料は情報提供を目的とするものであり、投資家に対する投資勧誘を目的とするものではありません。

投資信託は、株式等の値動きのある有価証券に投資をしますので、市場環境、組入有価証券の発行者にかかる信用状況
等の変化により基準価額は変動します。このため、購入金額について元本保証および利回り保証のいずれもありません。

当資料は、ＤＩＡＭアセットマネジメント株式会社が作成したものです。

政府が普及を後押しする「新三種の神器」関連企業の株式に投資します。
・「新三種の神器」関連企業とは、エコカー・太陽光発電・省エネ家電に関連する製品やサービスを提供し、収益を得ている企業
（今後収益をあげると期待される企業を含みます。）とします。
・「新三種の神器」関連企業は、今後の市場拡大を通じ利益成長が期待されます。

国内上場企業の中から40～60銘柄程度に厳選投資します。
・製品・サービスの観点から「新三種の神器」関連企業を抽出します。
・さらに個別企業の利益成長率、競争力、経営戦略、株価割安度等を勘案し最終的な銘柄を絞り込みます。

※2　償還価額が12,000円以上であることを保証するものではありません。

基準価額が一定水準（12,000円）（※1）以上となった場合には、安定運用に切り替え、繰上償還（※2）します。
・基準価額が12,000円以上となった翌営業日以降に短期金融商品等による安定運用に切り替えます。
・安定運用に切り替え後、原則として3ヵ月以内に繰上償還します。

資金動向、市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。

※1　支払済みの分配金累計額は加算しません。上記一定水準（12,000円）は、安定運用に切り替えるための価額水準です。
　　　 ファンドの基準価額が12,000円以上になることを示唆あるいは保証するものではありません。

毎年10月14日（休業日の場合は翌営業日。）に決算を行いますが、原則として信託期間中は収益の分配を行いません。

投資した資産の価値が減少して購入金額を下回る場合がありますが、これによる損失は購入者が負担することとなります。

預金等や保険契約ではありません。また、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。加え
て、証券会社を通して購入していない場合には投資者保護基金の対象にもなりません。

設定・運用は
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